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令和 3年度 延岡市立浦城小学校 自己評価書及び学校関係者評価書 

【学校経営ビジョン】  児童が夢や希望をもち、これからの社会をたくましく生き抜いていくために、少人数の特性や地域性を生かして、浦城小学校ならではの教育

（一人一人に合わせたきめ細かな指導、見届けの指導、中学校や地域との連携）を計画的、継続的、組織的に展開することによって、確かな 

             学力、思いやりの心、たくましさを身に付けた児童を育成する。（「浦城っ子七箇条の推進」） 

                                             【評価基準 ４：期待を上回る ３：ほぼ期待通り ２：やや期待を下回る １：改善を要する】 

評

価 

項

目 

重点指導項目 

方策・手立て 

⇒ 達成状況等 
※○数字はアンケート 

※「児童」「保護者」は肯定的な回答（Ａ・B）の割合 

 

成果と課題 
自己評価 

 
項目  総合 

   

改善策等 
学校関係者評価委員 

評価 意 見 

1 

 
確

か

な

学

力

の

向

上 

 

１ 主体的な学習

態度及び活用す

る力の育成 

（１） 児童が「分かった！できた！」と実感できる授業

実践 

① 学校は進んで学力の向上のための取組を行っ

ている。                

⑤ 子どもは、授業中しっかり学習に取り組んでい

る。(参観日など） 

⇒「児童」①については全員が A評価 

      ⑤は全員 B以上 

⇒「保護者」①⑤ともに１００％ 

 

（１） 学力テストの分析や研究授業の

実践（2 回）を行い、授業改善に取り

組んでいる。一単位の時間の中で、

自分の考えをまとめる時間、互いに考

えを伝え合う時間、教師も３人目とし

て参加しまとめる時間を設定し、主体

的に学習に取り組む態度の育成に取

り組んでいる。 

学校生活全般において自分の考

えや意見を相手に伝える場面を意図

的に設定している。さらに、他校や大

人数での活動も増やしてく必要があ

る。 

3.7 

3.6 

○ 少人数の中でいかに

学び合い的な活動を行

っていくか、ＩＣＴ活用、

教師の関わり方等を工

夫しながら実践してい

く。 

○  他校児童や地域の

方々等、多くの人との交

流を行うことができる活

動を意図的に設定する。

例: Google Classroomや

ロイロノートを活用して他

校とオンラインで交流を

図る。 

 

 

 

 

 

3.4  

 

○ 少人数の特性を

生かした授業づくり

に取り組んで学力向

上に努めてもらいた

い。 

○ ICT の活用や多く

の学校や児童達と

の交流を深められる

ような教育活動に取

り組んでほしい。 

○ さらに、個性を重

視しやる気、協調性

など、子どもの気持

ちをくみながら指導

していってほしい。 

２ 基礎的・基本

的な学習内容の

確実な定着 

（２） 個に応じた指導の充実 

② 教職員は、一人一人の子どもに応じて分かり

やすい授業を行っている。 

⇒「児童」全員がＡ評価 

⇒「保護者」１００％ 

（３）反復練習及び陰山メソッドの取組 

 

（２） 複式指導の解消や少人数の特性

を生かした個に応じた指導の充実を

図るために ICT の活用にも取り組んで

いる。ICTとノード指導等との効果的な

学習方法の検討が必要である。 

（３） 朝の時間にがんばりタイムを設け、

音読・100ます計算に毎日取り組み、

基礎学力の向上に努めている。 

 

3.8 

○ 一人一人の学力面で

の強みや弱点をとらえ、

それを生かしたり、補完

したりできるように指導

していく。 

○ 算数以外の教科でのＩ

ＣＴ活用を図っていく。

Google Classroom等の積

極的な活用を進める。 

 

 

 

3.3 

 

○ 個に応じた指導

こそ、本校の強み

であるので、それ

ぞれの個性を大

切にしながら学習

を進めさせてもら

いたい。 

３ 読書活動の充

実と豊かな表現

力の育成 

（４） 一斉読書、読み聞かせ、親子ふれあい読書等

による読書活動の推進 

（５）積極的な作品応募の推進 

④ 子どもは、相手を考えて話すことや分かりやす

く伝えることができるようになってきている。                 

⑦ 子どもは、進んで読書をし、本に親しんでいる。 

⇒「児童」④は全員B以上だが、Ａは少ない。 

⑦は全員Ｂ以上 

⇒「保護者」⑦は１００％ 

（４） 延岡市立図書館の職員による読

み聞かせやふくろう号を活用できた。 

   朝の時間を活用した全員読書に取

り組ませることができた。親子ふれあ

い読書については、具体的な方法な

どを知らせ、保護者と連携して取り組

んでいく必要がある。 

（５） 児童全員が作文を投稿し、新聞

に掲載された。 

3.4 

○ 親子ふれあい読書に

取り組んでいく。 

○ 新聞投稿を目ざした

作文指導を継続し、さ

らに豊かな表現力の育

成を図る。 

 

3.0 

 

○ 本を読むことの

大切さに親子で

気付き、親子読

書の時間をもてる

ような取組を実践

してもらいたい。 
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４ 効果的な家庭

学習の習慣化 

（６） 効果的な家庭学習の工夫 

③ 教職員は、学習内容を確実に定着させるため

に、家庭学習への手立てや働きかけをしてい

る。                

⑥ 子どもは、家庭で学習する習慣が身に付いて

いる。 

⇒「児童」③１００％ 

        ⑥全員がＢ以上 

⇒「保護者」③は１００％ 

          ⑥はＡが７５％ 

       

（６） 少人数の特性を生かし、家庭学

習で取り組んだ内容について目を通

し、必要があれば個別指導にも取り組

んでいる。その日に学習した内容に合

わせた課題に取り組むことができるよ

うに工夫もしている。効果的な家庭学

習の習慣化については、学校保健委

員会の取組（よりよい生活リズムの定

着を目指して）とも関連付けながら指

導している。     

3.6 

○ 一人一人に応じた効

果的な家庭学習を行う

ことができるように指導

を継続していく。 

 

 

 

 

 

 

3.3 

 

○ 家庭での学習

習慣を身に付け

させることは大切

なことである。 

２ 

 

豊

か

な

心

の

育

成 

１ 自ら考え、実

行する態度・判

断力・実践力の

育成 

（１） 個々の児童のよさを引き出す指導の充実 

⑫ 子どもは、自分のことは自分ですることができ

ている。 

⑬ 子どもは、最後までやり抜く力がついている。 

⇒「児童」⑫⑬全員が B以上 

（１） 少人数の特性を生かし、それぞれ

の児童に応じた声かけ・指導を具体

的な場面で即座に実践することがで

きている。 
3.2 

3.5 

○ 学習・生活の様々な

場面で自己決定が必

要となるような言葉か

け等を意図的に行って

いく。 

 

 

3.3 

 

○ さまざまな場面

で自己決定を経

験することは子ど

もにとって大きな

力になる。 

２ 家庭等との連

携をとおした基本

的生活習慣の定

着 

（２） あいさつや返事、時と場を考えた言葉づかいの

徹底 

⑪ 子どもは、笑顔で明るいあいさつや返事ができ

ている。 

⇒「児童」⑪全員が１００％ 

  

（２） 教師自ら明るいあいさつを心が

け、丁寧に声をかけている。目上の人

への言葉づかいや反応の返し方等、

くり返し指導している。 
3.5 

○ 上手な言葉づかいや

接し方等に対して賞賛

していく。 

 

 

3.3 

 

○ 言葉づかいやあ

いさつは大きな声

ではっきりとできる

ようになってほし

い。 

３ 自他を大切に

する心情の育成 

（３） 様々な体験活動をとおした思いやりの心や人権

意識の醸成 

⑧ 学校は、いじめや差別のない温かい人間関係

づくりに努めている。 

⑩ 子どもは、楽しく学校に通っている。 

⇒「児童」⑧はＡが１００％ 

⑩は全員Ｂ以上 

⇒「保護者」⑩全員Ｂ以上 

 

（３） 教育相談において、友達のよさを

見つけることや助け合うことを意図し

たアンケートと指導を行うことができ

た。 

（３） 新型コロナウィルス感染症対策を

しっかり行った上で、熊野江小学校の

児童ともに観劇教室を実施した。生

の演劇を鑑賞し、質の高い芸術に触

れることができた。 

3.6 

○ 多くの児童と活動する

中で、思いやりの心や

人権意識を育むことが

できるように教育課程

の工夫を行っていく。 

 

 

 

 

3.4 

 

○ 自分がされて嫌

なことは人には絶

対しないという思

いやりの心を大切

にしていってもら

いたい。 

４ 公共心や思い

やりの心情の育成 

（４） 相手の気持ちを考え、自分の言葉や態度で表

現できるコミュニケーション能力の育成 

⑨ 学校は笑顔あふれる環境の整備に努めてい

る。 

⑭ 子どもさんは、友達や周りの人への思いやりの

ある言葉かけや行動ができている。 

⇒「児童」⑭全員Ｂ以上 

⇒「保護者」⑨⑭全員Ｂ以上 

（４） 毎月実施している心のアンケート

をもとに全職員で分担をして教育相

談に取り組んでいる。気になる内容に

ついては、全職員で情報を共有し、

積極的な生徒指導に取り組むととも

に、公共心や思いやりの心情につい

ても指導してきた。 

 

3.6 

○ 毎月のアンケートと教

育相談を欠かさず、継

続して行い、公共心や

思いやりの視点をもって

接していくようにする。 
3.3 

○ 思いやりの心が

育っている。 
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３ 

 

た 

く 

ま 

し 

さ 

と 

安

全

意

識 

の 

育

成 

1 たくましい体づ

くりの習慣化によ

る基礎体力の向

上 

（１） 日常的な活動を通した楽しい体力づくりの工夫 

（２） 新体力テストにおける個人到達目標の設定とそ

れを達成するための指導の工夫 

 ⑮ 学校は、健康でたくましい子どもを育てるために

体力向上に努めている。 

 ⑲ 子どもさんは、外遊びなど、進んで運動してい

る。 

⇒「児童」⑮は全員Ａ 

        ⑲は全員がＢ以上 

⇒「保護者」⑮⑲１００％ 

（１） 季節に応じた運動を毎週金曜日

の朝の時間（ぐんぐんタイム）に取り

組むようにしている。昼休みは職員

も入って全員でサッカーをしている。

「よのなか教室」のサッカー講師による

コーチを受け、技術も向上している。 

水泳指導においては、港小・島野

浦小の児童と交流学習を計画した。

港小とはプール開きからプール納め

まで一緒に学習することができ、競い

合いながら自己記録を伸ばした。 

3.7 

 

3.6 

○ 今後も「よのなか教

室」やレクリェーション協

会との連携を図り、体

力向上に努める。 

○ 朝や昼休みの運動も

継続し、体力向上に努

める。 

○ 港小と合同での水泳

学習を計画していく。 

3.5 

 

○ 昼休みに子ども

たちと先生がサッ

カーをしているの

をよく見かける。

体力もつくし、思

い出にも残ると考

える。 

２ 安全で健康な

生活を営む態度

の育成 

（３） 危険予知・危険回避能力、自己管理能力の育

成 

 ⑰ 学校は、安全な登下校や危険から身を守る態

度の育成に努めている。 

 ⑱ 子どもさんは、生活リズム（早寝 早起き 朝ご

飯）が身に付いている。 

⇒「児童」⑰は全員Ａ 

⇒「保護者」⑰は全員Ａ 

         ⑱は全員がＢ以上 

 

（３） 毎週水曜日は集団下校を実施い

ており、学期始めやサルなどが出没し

たときには、職員も見守り活動に取り

組んでいる。 

避難訓練を地震・津波、風水害、

火災の３回実施した。実際に避難場

所（延岡ゴルフクラブ）まで移動した

り、保護者に迎えをお願いして引き渡

したり、地域の消防団と連携した避難

訓練を計画・実施できた。 

学校保健委員会では、親子で一

緒に生活リズムの大切さについて考

えられるようなテーマを設定し、講演

会を実施し、実践意欲を高めた。 

毎月 1回のすくすくタイムでは養護

教諭が具体的に指導し、長期休業

中には「生活リズムチェックカード」を

活用して、個別指導を実施した。 

3.4 

○ 地域の消防団と連携

した火災発生時の避難

訓練は次年度も継続し

て行う。 

○ 基本的な生活習慣は

家庭と連携を図りなが

ら個に応じて行ってい

く。 

○ 早寝・早起きについて

は、長期休業中だけで

なく、毎月「生活リズム

チェック」を取り入れ、

意識付けを図っていく。 

○ 南浦中学校のテスト

期間に合わせて、「ノー

メディアデー」を設定し

ていく。 

 

3.4 

○ 地元消防団と

の連携は地域で

どのような団活動

をしているか知る

よい機会になり、

火の怖さや避難

の仕方も身に付

いていく。他の連

携にも積極的に

取り組んでもらい

たい。 

３ 食育の推進と

望ましい食習慣

の定着 

（４） 家庭と連携した食育、地域のよさを生かした地

産地消の推進 

 ⑯ 学校は給食指導や食に関する指導に努めてい

る。 

⇒「児童」⑯全員Ｂ以上 

⇒「保護者」⑯１００％ 

 

（４） 日々の給食指導の中で、食に対

する関心を高めるようにしてきたこと

で、マナーも身に付き始めている。新

型コロナウィルス感染症対策をしっか

りとりながら、配膳等の当番活動にも

取り組ませている。 

夏野菜やサツマイモ、玉ねぎ等の

栽培活動に取り組ませてきた。苗の

定植や草取り、水やりなどの世話を

教師も一緒に取り組むことで、勤労の

大切さに気付かせることができた。収

穫の際には、保護者・地域の方々と

もに活動し、収穫の喜びを学んだ。 

3.6 

○ 食への感謝や食事中

のマナーについての指

導を家庭や栄養士と連

携しながら引き続き行

っていく。 

○ 量の調整やタイマー

を活用して食事時間を

可視化するなどして時

間を上手に使って食べ

ることができるようにして

いく。 

 

3.3 

 

○ 日々、何不自

由なく食べられる

ことへの感謝の気

持ちを大切にして

もらいたい。 
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４ 

 

浦 

城 

っ 

子 

七 

箇

条 

 

 

浦城っ子七箇条

の推進 

（１） 時間を守って行動する。 

  ⑳ 子どもさんは時間を守って行動している 

⇒「児童」・「保護者」Ｂ以上が７５％ 

 

（１） チャイム黙想を始め、時間を守っ

て行動する態度がほぼ身に付いてい

るが、個別指導が必要な場面もある

ので継続して指導していく。 

3.4 

3.4 

○ 南浦中学校校区の共

通実践事項「チャイム

黙想」を継続指導して

いく。 

3.7 

 

○ 時間を守ること

の大切さをしっか

り教えてもらいた

い。 

（２） 気持ちのよいあいさつをする。 

  ㉑ 子どもさんは、気持ちの良いあいさつをしてい

る。 

⇒「児童」Ｂ以上が１００％ 

 

（２） 全校朝会を始め、あいさつの大切

さについてはくり返し指導してきたこと

で、全員のあいさつが改善されてきて

いる。 
3.6 

○ あいさつは人と人の関

係の基本であることを

教えながら、大きな声

で明るくあいさつできる

ように指導していく。 

3.7 

○ あいさつも自分

から進んでできる

ようにしてもらいた

い。 

（３） 返事をきちんとする。 

  ㉒ 子どもさんは、返事をきちんとしている。 

⇒「児童」「保護者」Ｂ以上が１００％ 

  

（３） 返事は「はいっ。」とはきはきしよう

と授業中はもちろん、学校生活全般

を通して指導してきた。少しずつ改善

はされているが、引き続き指導してい

く。 

3.3 

○ いつでもどこでも誰に

でもはきはきとした「は

いっ。」と返事できるよう

に継続指導していく。 
3.6 

○ 文書等を届けて

くれたときのあい

さつや対応がよく

て気持ちがよい。 

（４） 「分かる できる」までがんばる 

  ㉓ 子どもさんは、「分かる できる」まで頑張って

いる。 

⇒「児童」全員がＡ 

（４） 授業中はもちろん、持久走や縄跳

びの練習等、自分の目標を立ててこ

つこつと努力し、あきらめないで頑張

ろうとする姿がよく見られた。 

3.6 

○ 努力の成果が目に見

えるような学習カード等

を準備し、賞賛してい

く.。 

3.9 

○ 何事もあきらめ

ないことの大切さ

をしっかり指導し

てもらいたい。 

（５） 自分の考えをはっきり言う。 

  ㉔ 子どもさんは、自分の考えをはっきり言ってい

る。 

⇒「児童」全員がＢ以上 

⇒「保護者」Ａが７５％ 

 

（５） 授業の中では、自分の考えを最

後まできちんと発表できるようになっ

てきた。学校生活の中では、少人数

だからこそ、もめごとやトラブルを避け

ようとする傾向があった。自分の考え

をはっきり伝えなければならない場面

では、互いに伝えるように指導したこと

で、互いの理解を深めさせることがで

きた。 

3.1 

○ 自分の考えをしっかり

伝えることの大切さにつ

いて少人数であるた

め、気付きにくいので、

そこを含めた指導を行

っていきたい。 

3.4 

 

○ 発表の場を意

図的に設け、人

前で話せるように

してもらいたい。 

（６） 自分も相手も大事にする。 

  ㉕ 子どもさんは、自分も相手も大切にしている。 

⇒「児童」「保護者」全員がＢ以上 

  

（６） 毎月実施している心のアンケート

には、「頑張っている友達はいます

か。」の項目を入れたり、帰りの会では

「本日のきらり」で友達のよさに目を向

けるようにしたりしたことで、互いのよさ

を認める態度を育てることができた。 

 

3.5 

○ 友達のよさに気付い

ていけるようにアンケー

トの質問事項や帰りの

会の内容等を工夫して

いく。 
3.4 

○ 友達を大事に

することが自分も

大事にしてもらう

ことにつながって

いくので仲良くし

てもらいたい。 

（７） 体をきたえる。 

  ㉖ 子どもさんは、自ら体をきたえている。 

⇒「児童」「保護者」全員がＢ以上 

  

（７） 朝の活動のぐんぐんタイムや体育

の時間、昼休み等を使って、新体力

テストにおける個人到達目標を達成

できるような運動やサーキットトレーニ

ングの紹介・実践、持久走や縄跳び

カードを準備してきた。一人一人が自

分の目標に向かって鍛え、体力向上

に取り組む態度を育成できた。 

3.6 

○ 極少人数でも楽しく継続

した体力づくりができる運

動について調べ、工夫して

取り組ませていきたい。 

○  「よのなか教室」を積極

的に活用して、運動のレベ

ルアップを図っていく。 

3.4 

 

○ 健康で学校、家

庭でのよい生活

習慣を続けてもら

いたい。 
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５ 

 

学

校

運

営

全

般

と

保

護

者 

・ 

地

域

と

の

連

携 

1 学校運営 （１） 計画的な学校行事の実施 

（２） 参観日の運営 

（３） 新型コロナウィルス感染症対策 

  ㉚ 学校行事は、時期・内容等が適切であり、計

画的に実施されている。 

  ㉛ 参観日は、時期・内容・回数は適切である。 

  ㉙㉟ 学校は、新型コロナウィルス感染予防に適

切に対応している。 

⇒「児童」㉙は全員がＡ 

⇒「保護者」㉚全員がＢ以上 

㉛㉟全員がＡ 

 

（１） 学校行事については、新型コロナ

ウィルス感染症に対する対策を講じ

た上で実施してきた。運動会について

は、地域とも連携を図り、入場の際に

は検温、マスク着用、入場者の氏

名、連絡先、体温の記入の協力をお

願いした。 

（２） 参観日は計画していた内容を実

施できるようにしてきた。2 月の参観

日は児童の安全を優先し、内容の短

縮、ソーシャルディスタンスを確保し

た会場の設営等の工夫をして実施し

た。 

（３） 新型コロナウィルス感染症対策に

ついては、社会状況に合わせた対応

ができるよう、その都度全職員で協議

し、児童に分かりやすく伝えながら全

職員で共通実践できた。 

3.9 

3.8 

○ 少人数であってもしっ

かりとしたコロナ対策を

講じながら行事運営に

努めていく。その際、保

護者、地域と連携を図

り、協力もお願いしなが

ら行っていく。 

 
3.8 

 

○ 新型コロナウィ

ルス感染症拡大

防止のため、さま

ざまな制約がある

中、学校運営方

針が明確に示さ

れていて分かりや

すいのがよい。 

２ 子どもの可能

性を信じて使命

感に徹し、信頼

される教師 

（１） 子どもの可能性を信じ一人一人を大切にする

教師 

（２） 教師としての使命感に徹し、信頼される教師 

（３） 働き方を考え心身ともに健康で明るい教師 

㉗㉜ 職員は、子どもに公平に接し、優しさ、愛

情、厳しさをもって指導している。 

㉘㉝ 職員は、保護者からの相談に誠実に対応

している。 

㉞ 職員は、来校者や電話に対して丁寧に気持

ちよく対応している。 

⇒「児童」㉗㉘ともに全員がＡ 

⇒「保護者」㉝㉞全員がＢ以上 

（１） 児童一人一人のよさや特性を把

握すると、全職員で情報を共有し、そ

れぞれの指導に生かすようにしてき

た。 

（２） 風通しの良い職員室をめざし、少

ない職員でもお互いに声を掛け合い

ながら協力して職務に取り組んでき

た。保護者からの連絡や相談につい

ては、丁寧に対応してきている。 

（３） ワークライフバランスを考えなが

ら、子どもたちのためになることは、前

向きに取り組んできた。 

3.8. 

○ これまでも職員一人

一人がよく努力しながら

職務を行ってきていると

感じている。自己満足

することなく、他の意見

もしっかりと聞きながら

改善し、日々の教育に

生かしていきたい。その

ためにも地域の方や保

護者との対話を重視し

ていきたい。 

3.5 

 

○ 先生方の地域

とのつながりを大

変重要視してい

るがゆえに地域

からも子どもたち

からも信頼されて

いる。 

３ 保護者・地域

に信頼される開

かれた学校づくり 

 

（１） 家庭・地域へのきめ細かな対応、情報発信 

（２） 南浦地区各小中学校との連携 

㉗ 学校は、教育目標や教育方針、学校の課

題、必要な情報等をＰＴＡ総会や学級懇談会、

学校だより等を通して、分かりやすく伝えている。 

㉘ 学校と地域の連携が、よくなされている。 

㉙ 小学校と中学校の連携がよくなされている。 

⇒「保護者」㉗全員がＢ以上 

（１） 月 1 回の学校便りの発行やホー

ムページを活用した子どもたちの活動

の様子の紹介、週末の学級での学習

や活動の様子を紹介した学級通信と

タイミング良く情報を発信できた。 

（２） 熊野江小学校との集合学習や遠

足、南浦中学校校区での学習に関す

る共通実践事項への取組等、計画し

た内容についてはほぼ実施できた。地

域との連携については、学校評議員の

方々の協力も得ながら進めることがで

きた。 

3.6 

○ （１）については、今後

も充実させていきたい。 

○ 開かれた学校づくりの

ためにも、待つのではな

く学校側から保護者、

地域へ積極的に働きか

ける姿勢で活動してい

きたい。 

○ 集合学習の内容等に

ついて教務主任を中心

に相談を進め充実させ

ていきたい。 

3.7 

○ 地域へのさらな

る情報発信と地

域と共に活動でき

るようにしていっ

てもらいたい。 
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